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会報

（１）

長
野
地
区
賛
助
会

令
和
５
年
12
月
20
日
長
野
保
健
福
祉
事
務
所
３
階
に
於
い
て
、
シ
ニ
ア
大
学

１
年
生
を
対
象
に
、
長
野
地
区
賛
助
会
員
の
入
会
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
に
先
立
っ
て
賛
助
会
会
長
丸
山
栄
洋
氏
の
「
グ
ル
ー
プ
長
よ
り
活
動
紹
介

が
あ
り
ま
す
。
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
是
非
加
入
い
た
だ
け
れ
ば
有
り
難
い
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
で
グ
ル
ー
プ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
会
員

を
開
催
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
の
代
表
か
ら
活
動
状
況
や

グ
ル
ー
プ
の
特
色
。
ま
た
、

作
品
・
ポ
ス
タ
ー
等
を
か
ざ

し
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

会
員
の
募
集
に
あ
た
り
、

各
グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容
や

メ
リ
ッ
ト
を
、
よ
り
具
体
的

な
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る
こ

と
で
、
参
加
者
に
よ
り
わ
か

り
や
す
く
説
明
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

グループの活動の特色・魅力を説明する会員 オカリナを吹奏して魅力をアピール

ブースを巡る参加者

今
年
度
の
説
明
会
は
、
感
染
症
も
５
類
に
な
り
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
ブ
ー
ス
を
設
け
て
対
面
で
説
明
会



1

活動内容がわかりましたか。

① よくわかった 41名

② すこしわかった 25名

③ わからなかった 2名

2

お気持ちをお聞かせください。

① ｢賛助会｣に参加したい 5名

② いずれは、｢賛助会｣に加入したい 37名

③ ｢賛助会｣には加入しない 12名

④ もう少し詳しいことを聞きたい 8名

3

① はい 47名

② いいえ 15名

4

お聞きします。

① グループに加入を決めている（加入している） 11名

② グループに加入しようか迷っている。 32名

③ グループへは加入しない。 10名

5

その理由をお聞かせください

① 会費(3000円/年)が高い 2名

② 加入したいグループがない 14名

③ どんなグループがあれば加入したいですか。 0名

④ その他 11名

・来年考えたい、考え中

・検討する時間が必要

・時間的余裕が現在まだない

・交通の便、体調不健全

・仕事をしているので、入会は無理

・活動場所が自宅から遠い

6 長野地区賛助会に｢グループ｣を立ち上げたいですか。

① 意思はある 10名

② やり方が分からない 3名

③ 思わない 42名

④ その他 14名

7 ｢賛助会｣ご要望、ご質問などご自由にお書きください。

・賛助会内のグループ、賛助会外のグループの実情と

センターの方針を聞きたい。

・皆さんのパワフルで元気をいただきました。

・熱心に活動されていることがわかりました。

・少し時間がほしい。

本日の｢長野地区賛助会説明会｣をお聞きになり

本日の｢長野地区賛助会説明会｣をお聞きになった

入会してみたい・興味のあるグループがありましたか。

①はいと答えた方、長野地区賛助会「○○グループ」について

「賛助会又はグループに加入しない」と答えた方へ、。
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長野地区賛助会説明会アンケート集計 実施：令和5年 12月 20日 (水 ) 1学年

2.説明会を聞いた気持ちは？

4.入会したい・興味ありに｢はい｣と答えた方

5.グループに加入しないと答えた方

6.賛助会にグループを立ち上げたいか？

意思はある10

思わない 42 その他14

やり方がわからない 3

詳しいことを聞きたい 8 加入したい 5

いずれは加入
したい 37

加入しない 12

会費が高い 2

その他 11

加入したいグ
ループがない14

加入を決めている 11

迷っている 32

加入しない 10

アンケート回収80名 100％



利
用
者
の
明
る
い
笑
顔
に
迎
え
ら
れ

「
お
久
し
振
り
、
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

か
？
い
き
い
き
２
１
の
一
同
で
す
！
皆
さ

ん
と
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
た
い
と
や
っ

て
き
ま
し
た
」
こ
ん
な
挨
拶
が
高
齢
者
施

設
慰
問
の
始
ま
り
で
す
。
童
謡
、
唱
歌
の

合
唱
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
そ
し
て
、
紙
芝

居
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
三
味
線
の
演
奏
、
手

品
、
手
踊
り
、
語
部
と
続
き
、
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
唱
歌
合
唱
、
以
上
が
慰
問
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。

グ
ル
ー
プ
の
発
足
は
平
成
23
年
「
地
域

い
き
い
き
実
践
塾
」
を
終
了
し
た
仲
間
で

結
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
シ
ニ
ア
大
卒

業
生
な
ど
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た
人
た
ち
が

加
入
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
11
名
の

会
員
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
長
野
合
同

庁
舎
別
館
に
あ
り
ま
す
「
賛
助
会
サ
ロ
ン
」

に
お
い
て
、
月
１
回
例
会
を
開
催
し
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
や
練
習
に
よ
り
、
慰

問
内
容
の
充
実
と
質
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。
私
達
の
芸
は
決
し
て
上
手
く
華
や

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
誠
心
誠
意
心
を

込
め
て
演
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

姿
を
真
剣
な
眼
で
鑑
賞
し
、
私
達
と
一
緒

に
な
っ
て
歌
い
、
演
じ
る
利
用
者
の
皆
さ

ん
が
い
て
、
お
互
い
の
心
の
通
い
合
い
が

場
の
雰
囲
気
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ

ん
な
風
景
が
そ
の
都
度
私
達
の
活
動
の
や

り
が
い
と
し
て
心
に
焼
き
付
い
て
お
り
ま

す
。
お
互
い
に
生
き
る
力
を
交
換
で
き
る

場
が
慰
問
の
真
髄
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
別
れ
の
「
皆
さ
ん
お
元
気
で
、
ま
た
、

来
ま
す
！
」
の
あ
い
さ
つ
！
こ
ん
な
社
会

参
加
活
動
を
通
し
て
、
豊
か
で
充
実
し
た

余
生
を
全
う
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
渦
の
影
響
を
ま
と

も
に
受
け
た
私
た
ち
の
活
動
は
４
年
間
停

止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年

５
月
か
ら
の
規
制
緩
和
に
よ
り
慰
問
活
動

が
再
開
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
長
野
市
小

島
田
に
あ
る
コ
ス
モ
ス
へ
７
月
か
ら
行
き
、

既
に
３
回
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
他
の
施

設
も
禁
足
令
が
解
除
さ
れ
る
か
と
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
グ
ル
ー
プ
長
丸
山
栄
洋
）
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長
野
地
区
賛
助
会
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

12

明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
良
く
！
を

モ
ッ
ト
ー
に
施
設
慰
問

長

野

地

区

賛

助

会

「
い
き

い
き

２
１
」

ホクト文化ホール中庭でランチを楽しむ

賛助会の集いステージ発表で演目を熱演する会員たち

「
出
会
い
の
寺
善
光
寺
」
を
め
ぐ
っ
て

講
師
堀
井
正
子
先
生

長
野
地
区
賛
助
会
文
化
交
流
会

令
和
６
年
２
月
８
日
長
野
地
区
賛
助
会

文
化
交
流
会
に
、
長
野
県
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
日
本
文
学
研
究
家.

堀
井
正
子
先
生

を
迎
え
て
「
出
会
い
の
寺
善
光
寺
」
を
め

ぐ
っ
て
の
講
演
を
い
た
き
ま
し
た
。

俳
優
高
倉
健
さ
ん
の
祖
先
「
小
田
宅
子
」

が
旅
の
友
、
男
女
７
人
を
伴
っ
て
三
界
万

霊
が
集
ま
る
善
光
寺
参
詣
。
三
界
と
は
、

現
世
、
亡
く
な
っ
た
霊
界
、
そ
し
て
来
世

の
三
つ
の
世
界
を
指
し
、
万
霊
と
は
生
者

も
亡
者
も
含
め
た
全
て
の
霊
を
意
味
し
ま

す
。
善
光
寺
は
こ
の
よ
う
な
広
範
な
霊
界

の
集
ま
り
場
と
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
参

詣
に
訪
れ
ま
す
。

小
田
宅
子
は
、
善
光
寺
だ
け
の
特
別
の

祈
り
「
お
籠
も
り
」
で
、
亡
く
な
っ
た
親

や
子
供
の
名
前
を
唱
え
、
彼
ら
に
対
し
て

悲
し
み
や
思
い
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
歌

を
詠
ん
だ
。

高
倉
健
さ
ん
も
生
涯
に
30
回
善
光
寺
を
参

詣
し
て
い
る
。
ご
先
祖
様
が
善
光
寺
を
介

し
て
健
さ
ん
を
呼
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

善
光
寺
の
信
仰
に
は
多
く
の
感
動
が
込

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
と
講

師
の
堀
井
さ
ん
。

・
聞
く
ら
ん
と
思
え
ば
う
れ
し
亡
き
親

も
亡
き
子
も
泣
き
て
と
な
へ
け
る
名
を

・
亡
き
玉
の
目
に
も
見
ゆ
ら
ん
み
な
人
の

御
法
の
声
に
添
え
て
嘆
け
ば
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☆
編
集
後
記
☆

今
回
の
会
報
編
集
に
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
誠
に
光
栄
で
す
。
一

年
間
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
こ
の
後
記
に
思
い
を
巡

ら
せ
て
み
ま
し
た
。
会
報
の
特
集
記

事
や
イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
な
ど
、
様
々

な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
わ
れ
る
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
も
大
変
貴
重
な
経
験
で

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
に
は
、
執

筆
者
の
情
熱
と
熱
意
が
読
者
に
伝
わ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

次
号
は
７
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

健
康
一
口
メ
モ

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
は

「
急
激
な
温
度
変
化

で
身
体
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
る
こ
と
」
を

指
し
ま
す
。
室
内
と

外
の
温
度
差
が
激
し

か
っ
た
り
、
暑
い
場

所
で
長
時
間
過
ご
す

こ
と
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
冬
場
に
お
け
る
ト
イ
レ
・
洗
面

室
・
浴
室
な
ど
で
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
が
代
表
的
で
す
。

高
齢
者
の
方
々
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。
体
温
調
節
能
力
が
低
下
し

て
い
る
た
め
、
急
激
な
温
度
変
化
に

対
し
て
敏
感
に
反
応
し
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

特
に
、
入
浴
時
は
リ
ビ
ン
グ
と
脱

衣
所
を
で
き
る
だ
け
温
度
差
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
心
掛
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
熱
い
お
風
呂
・
長
風
呂
の

好
き
な
人
い
る
で
し
ょ
う
が
、
入
浴

し
て
汗
を
か
く
と
、
体
内
の
水
分
が

減
っ
て
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
の
状
態
に

な
り
ま
す
。
入
浴
前
後
で
水
を
飲
む

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

令

和

５

年

度

卒

業

式

・

修

了

式

盛
大
に
挙
行

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
長
野
学
部

令
和
６
年
２
月
21
日(

水)

長
野
市
芸
術
館
リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、

卒
業
式
及
び
修
了
式
が
執
り
行
わ
れ
、
長
野
学
部
一
般
コ
ー
ス
第
45
期
生
38
名
、

専
門
コ
ー
ス
第
６
期
生
32
名
に
、
坂
本
学
部
長
か
ら
卒
業
証
書
・
修
了
書
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

45
期
生
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
５
類
引
き
下
げ
後
初
の
卒
業

生
と
な
り
ま
し
た
。
坂
本
学
部
長
は

「
一
般
コ
ー
ス
の
皆
さ
ん
は
熱
い
思

い
と
、
強
い
意
志
で
自
分
づ
く
り
と

仲
間
作
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
は
財
産
と
し
て
、

誇
り
を
持
っ
て
地
域
の
活
動
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
」
と
、
専
門
コ
ー
ス
修

了
生
に
も
「
大
学
で
身
に
つ
け
た
知

識
や
経
験
を
活
か
し
、
シ
ニ
ア
地
域

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
地
域
で

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

卒
業
生
を
代
表
し
て
大
日
方
千
秋

さ
ん
は
「
仲
間
と
支
え
合
い
な
が
ら

学
び
、
培
っ
た
経
験
、
知
識
を
活
か

し
て
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
力

強
い
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
式
典
は

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
温
か
い
拍
手

に
包
ま
れ
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

一
般
コ
ー
ス
を
卒
業
し
た
小
山
茂

さ
ん
ご
夫
妻
は
「
都
会
か
ら
帰
っ
て

友
達
も
少
な
く
、
主
人
を
誘
っ
て
入

学
し
た
。

38
名
の
卒
業
生
と
32
名
の
修
了
生
が
新
た
な
門
出

シ
ニ
ア
大
学
を
通
じ
て
多
く
の
仲
間

と
知
り
合
い
、
交
流
を
深
め
て
得
ら
れ

た
絆
を
活
か
し
、
今
後
も
仲
間
と
の
交

流
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

坂
本
学
部
長
よ
り
卒
業
証
書
・
修
了
証
書
授
与

お知らせ

令和6年長野地区賛助会定期総会
日 時：令和6年5月16日（木）

13時30分
会 場：長野合同庁舎別館2階会議室

総会終了後講演会予定

公益財団法人長野県長寿社会開発センター


